














緒言

　北海道の過疎の現象は,今なお各地域で徐々に進行し,過疎地区,無医地区は

増加の一途をたどっている。母子保健,母性保護の重要性が叫ばれている時,こ

れら広域過疎地域における周産期死亡,死産,新生児死亡は昭和 47 年以来増加

し続けている。そこでこれらの原因を究明検討し,もって今後の母子保健の在

り方,保健指導,更には母子医療システムを確立することが必要となった。又国

としても重要課題の一つとなってきた。


